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「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
推

進
」
や
「
学
ん
だ
こ
と
を
地
域

で
生
か
す
（
学
び
返
し
）
取
り

組
み
」
が
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
生
涯
学
習
推
進
の
現
状
と

今
後
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
考

え
、
理
解
を
深
め
て
い
く
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
５
日
（土）
　
午
後

　
１
時
15
分
〜
４
時

▽
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３

　
階
ル
ピ
ア
ホ
ー
ル

▽
基
調
講
演
　
宮
林
徹
教
育
長

▽
パ
ネ
ラ
ー
　
千
田
洋
子
さ
ん

　
（
い
ず
み
の
会
生
活
学
校
代

　
表
）
、
白
檮
山
誠
氏
（
秋
川

　
歌
舞
伎
保
存
会
あ
き
る
野
座

　
座
長
）
、
青
木
勇
（
生
涯
学

　
習
推
進
担
当
参
事
）

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
瀬
沼

　
克
彰
氏
（
桜
美
林
大
学
名
誉

　
教
授
）

▽
特
別
演
奏
　
岩
佐
扇
靖
さ
ん

　
（
扇
靖
流
家
元
）
ほ
か
に
よ

　
る
大
正
琴
演
奏

▽
定
員
　
１
５
０
人

▽
参
加
費
　
無
料

▽
企
画
・
運
営
　
生
涯
学
習
コ

　
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
会

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
推
進
課

　
生
涯
学
習
係
（
直
通
５
５
８

　
・
２
４
３
８
）

　
あ
き
る
野
市
で
は
、
１
月
下

旬
か
ら
ア
カ
ガ
エ
ル
の
仲
間
や

ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
産
卵
を

始
め
ま
す
。カ
エ
ル
の
産
卵
は
、

梅
の
開
花
と
と
も
に
、
「
春
が

や
っ
て
き
た
」
と
言
う
季
節
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
に
は
日
本
在
来

の
両
生
類
が
14
種
類
生
息
し
て

い
ま
す
。
種
類
ご
と
の
産
卵
期

に
合
わ
せ
、
７
月
ま
で
に
は
全

て
の
両
生
類
の
産
卵
が
行
わ
れ

ま
す
。
１
月
か
ら
３
月
ま
で
に

は
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
、
ニ
ホ

ン
ア
カ
ガ
エ
ル
、
タ
ゴ
ガ
エ

ル
、
ナ
ガ
レ
タ
ゴ
ガ
エ
ル
、
ヤ

マ
ア
カ
ガ
エ
ル
、
そ
し
て
ト
ウ

キ
ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
産

卵
が
行
わ
れ
ま
す
。
４
月
か
ら

７
月
は
、
ア
マ
ガ
エ
ル
、
ト
ウ

キ
ョ
ウ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
、
ツ
チ

ガ
エ
ル
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ

ガ
エ
ル
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
、
ア
カ
ハ
ラ
イ

モ
リ
や
ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
産
卵
が
行
わ
れ
ま
す
。
種
類

に
よ
っ
て
産
卵
の
方
法
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
特
に
、
シ
ュ
レ

ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
や
モ
リ
ア

オ
ガ
エ
ル
の
泡
巣
、
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
の
仲
間
の
バ
ナ
ナ
状
の

卵
の
う
、
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル

の
長
い
ひ
も
状
の
卵
の
う
が
特

徴
的
で
す
。

　
ふ
化
し
た
幼
生
は
、
夏
の
終

り
ま
で
水
中
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
幼
生
な
ど
、
種
類
に
よ

っ
て
は
水
中
で
越
冬
す
る
も
の

も
い
ま
す
。
ま
た
、
成
体
は
、

秋
に
な
っ
て
も
森
の
中
で
活
動

し
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
両

生
類
は
ほ
ぼ
年
間
を
通
じ
て
観

察
す
る
事
が
で
き
ま
す
が
、
私

が
、
両
生
類
の
活
動
の
中
で
毎

年
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ

と
は
、
生
命
の
誕
生
で
あ
る
産

卵
期
が
始
ま
る
こ
と
で
す
。
両

生
類
は
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
よ

り
生
息
す
る
種
類
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
も
あ
き
る
野

の
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
両

生
類
の
産
卵
を
観
察
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
現
在
、
市
で
は
自
然
環
境
調

査
部
会
で
市
内
の
動
植
物
や
地

質
の
環
境
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
両
生
類
、
爬
虫
類
、
野
生

動
物
な
ど
を
見
か
け
た
ら
環
境

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
パ
ブ
ロ
　
ア
パ
リ
シ
オ

▽
日
時
　
３
月
12
日
（土）
　
午
前

　
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
（
小

　
雨
実
施
。
荒
天
な
ど
の
場
合

　
は
、
五
日
市
地
域
交
流
セ
ン

　
タ
ー
で
講
義
）

▽
内
容
　
春
、
巨
木
の
息
づ
か

　
い
に
触
れ
、
桜
・
梅
な
ど
開

　
花
前
の
花
芽
や
落
葉
樹
の
枝

　
ぶ
り
を
診
て
歩
き
な
が
ら
、

　
森
林
植
生
を
学
び
ま
す
。

▽
実
施
コ
ー
ス
　
武
蔵
五
日
市

　
駅
バ
ス
停
（
集
合
）
↓
十
里

　
木
↓
八
幡
神
社
大
ス
ギ
↓
徳

　
雲
院
↓
五
柱
神
社
大
ス
ギ
↓

　
二
反
坂
↓
長
岳
尾
根
↓
瀬
音

　
の
湯
（
解
散
）

▽
集
合
場
所
・
時
間
　
武
蔵
五

　
日
市
駅
１
番
バ
ス
停
、
午
前

　
９
時
15
分

※
十
里
木
ま
で
は
路
線
バ
ス
で

　
移
動
し
ま
す
。
バ
ス
代
は
参

　
加
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
持
ち
物
　
山
歩
き
用
の
服
装

　
と
靴
、
カ
ッ
パ
な
ど
の
雨

　
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
筆
記

　
用
具
、
ル
ー
ペ
（
お
持
ち
の

　
方
）

▽
講
師
　
杉
野
二
郎
氏
（
あ
き

　
る
野
森
林
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
樹

　
木
医
）
、
川
瀬
裕
一
郎
氏

　
（
樹
木
医
）
、
工
藤
和
佳
子

　
さ
ん
（
樹
木
医
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

　
在
学
の
方

▽
定
員
　
20
人
（
申
込
み
順
）

▽
費
用
　
無
料
（
路
線
バ
ス
代

　
は
自
己
負
担
）

▽
企
画
・
運
営
　
あ
き
る
野
市

　
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　
ー
の
会

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
か
窓
口

　
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公

　
民
館
（
☎
５
５
９
・
１
２
２

　
１
）

　
市
民
解
説
員
に
よ
る
学
習
・

研
究
成
果
、
活
動
体
験
な
ど
の

発
表
や
作
品
展
示
を
行
い
ま

す
。

▽
公
開
講
演
　
市
民
解
説
員
の

　
学
習
講
座
を
受
講
し
て
み
ま

　
せ
ん
か
。

　●
日
時
…
２
月
25
日
（金）
　
午
前

　
10
時
〜
正
午

　●
テ
ー
マ
…
史
料
で
た
ど
る
武

　
蔵
小
川
氏
〜
そ
の
登
場
か
ら

　
薩
摩
へ
の
西
遷
ま
で
〜

　●
講
師
…
渋
江
芳
浩
氏
（
あ
き

　
る
野
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
委
員
）

　●
対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
の

　
方

　●
定
員
…
30
人
（
申
込
み
順
）

　●
申
込
み
方
法
…
電
話
か
窓
口

　
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
解
説
員
発
表

　●
日
時

＊
２
月
25
日
（金）
…
午
後
１
時
〜

　
４
時

＊
２
月
26
日
（土）
…
午
前
10
時
〜

　
午
後
４
時

※
申
込
み
不
要

▽
作
品
展
示
　

　●
期
間
・
時
間
…
２
月
25
日
（金）

　
〜
28
日
（月）
　
午
前
10
時
〜
午

　
後
４
時
（
25
日
は
午
後
１
時

　
か
ら
、
28
日
は
午
後
２
時
ま

　
で
）

　●
テ
ー
マ
…
写
真
展
「
あ
き
る

　
野
の
ま
つ
り
」
ほ
か

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
企
画
・
運
営
　
市
民
解
説
員

　
発
表
会
実
行
委
員
会

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公

　
民
館
（
☎
５
５
９
・
１
２
２

　
１
）

　
秋
川
渓
谷
瀬
音
の
湯
で
は
、

平
日
の
ご
利
用
に
限
り
、
市
内

在
住
の
方
を
対
象
と
し
た
市
民

割
引
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
秋

川
渓
谷
瀬
音
の
湯
の
入
浴
券
売

機
で
、
あ
き
る
野
市
民
専
用

（
５
０
０
円
券
）
の
入
浴
券
を

購
入
し
、
市
民
で
あ
る
こ
と
が

証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）
と
一

緒
に
受
付
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

※
施
設
の
点
検
・
整
備
に
伴

　
い
、
３
月
９
日
（水）
・
10
日
（木）

　
を
休
館
日
と
さ
せ
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。

▽
割
引
内
容
　
入
浴
料
金
、
大

　
人
（
中
学
生
以
上
）
８
０
０

　
円
を
５
０
０
円
に
割
引

▽
割
引
対
象
日
　
月
曜
日
〜
金

　
曜
日
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

　
日
は
割
引
で
き
ま
せ
ん
。
）

▽
そ
の
他
　
回
数
券
の
利
用
者

　
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
ま

　
た
、
国
民
健
康
保
険
と
後
期

　
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
の

　
方
は
、
従
来
ど
お
り
、
土

　
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
の

　
割
引
券
（
大
人
６
０
０
円
）

　
が
利
用
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
秋
川
渓
谷
瀬
音
の

　
湯
（
☎
５
９
５
・
２
６
１

　
４
）
、
商
工
観
光
課
観
光
推

　
進
係
（
直
通
５
５
８
・
１
８

　
９
３
）

▽
日
時
　
２
月
28
日
（月）
　
午
前

　
10
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
講
師
　
今
キ
ヨ
子
さ
ん
（
秋

　
川
あ
す
な
ろ
保
育
園
園
長
）

▽
内
容
　
食
事
、
排
泄
、
眠

　
り
、
遊
び
な
ど
を
テ
ー
マ
に

　
学
び
ま
す
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
で

　
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者

▽
定
員
　
20
人
（
申
込
み
順
）

※
親
子
で
の
参
加
も
可

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
か
窓
口

　
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公

　
民
館
（
☎
５
５
９
・
１
２
２

　
１
）

　
小
・
中
学
生
や
市
民
の
方
に

障
が
い
や
障
が
い
者
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

の
映
画
で
す
。

▽
日
時
　
２
月
20
日
（日）
　
午
後

　
２
時
30
分
（
２
時
開
場
）

▽
場
所
　
あ
き
る
野
保
健
相
談

　
所

▽
上
映
映
画
　
ぼ
く
は
う
み
を

　
み
た
く
な
り
ま
し
た

▽
映
画
の
内
容
　
自
分
を
見
失

　
い
か
け
て
い
た
看
護
学
生
の

　
明
日
美
は
、
あ
る
日
、
愛
車

　
の
黄
色
い
ワ
ゴ
ン
車
を
見
つ

　
め
て
い
る
青
年
・
淳
一
に
声

　
を
か
け
る
。
高
校
時
代
に
好

　
意
を
寄
せ
て
い
た
同
級
生
に

　
面
影
が
似
て
い
た
か
ら
だ
。

　
明
日
美
の
誘
い
を
断
る
わ
け

　
で
も
な
く
、
助
手
席
に
乗
り

　
込
ん
で
き
た
淳
一
と
と
も

　
に
、
２
人
は
海
へ
と
向
か

　
う
。
し
か
し
、
彼
の
言
動
は

　
少
し
変
だ
。
い
や
、
少
し
ど

　
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。
ど
う
考
え

　
て
も
お
か
し
い
…
。
偶
然
か

　
ら
始
ま
っ
た
ド
ラ
イ
ブ
は
、

　
旅
先
で
出
会
う
人
々
を
巻
き

　
込
み
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の

　
驚
き
と
さ
さ
や
か
な
幸
福

　
を
明
日
美
に
も
た
ら
す
こ
と

　
に
…
。
原
作
の
『
ぼ
く
は
う

　
み
が
み
た
く
な
り
ま
し
た
』

　
は
、
自
閉
症
児
・
大
輝
（
ヒ

　
ロ
キ
）
君
の
父
親
で
あ
る

　
脚
本
家
・
山
下
久
仁
明
氏
が

　
「
一
人
で
も
多
く
の
人
た
ち

　
に
自
閉
症
の
こ
と
を
知
っ
て

　
欲
し
い
」
と
い
う
想
い
か
ら

　
２
０
０
２
年
に
書
き
下
ろ
し

　
た
小
説
で
す
。

▽
定
員
　
１
０
０
人
（
当
日
先

　
着
順
）

▽
費
用
　
無
料

▽
問
合
せ
　
地
域
自
立
支
援
協

　
議
会
事
務
局
「
あ
す
く
」

　
（
☎
５
３
２
・
１
７
９
３
）、

　
障
が
い
者
支
援
課
障
が
い
者

　
相
談
係

～
落
合
・
寺
岡
地
区
、
長
岳

　
尾
根
か
ら
瀬
音
の
湯
ま
で
～

樹
木
医
と
診
る

　
　
　
あ
き
る
野
の
山

み

あ
き
る
野
の

　
風
土
が
育
ん
だ
文
化

親
と
子
の
か
か
わ
り
方

～
ら
く
ら
く

　
　
子
育
て
の
コ
ツ
～

障
が
い

　
理
解
の
た
め
の

　
　
　
　
映
画
上
映
会

市
民
割
引
と

　
休
館
日
の
お
知
ら
せ

あ
わ
す

は
い
せ
つ


